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A 162 ラットにおける鉄欠乏性貧血の回復に及ぼす鉄剤の検討

　　日本女大家政　○江渾郁子，長塚晃江，上野恵子

〔(社)日本家政学会

〔目的〕　昭和58年度の国民栄養調査(C Xると，わが国における成人女性の約20 %が貧血で

i> わ，その大部分は鉄欠乏性貧血であると推測されている。貧血の治療には種々の鉄剤が用

いられているが，ときに胃腸障害等の副作用があることも知られている。そこで，私達は，

前年度の本大会の報告に引き続き，鉄剤として硫酸第一鉄を対照iC .牛血ヘモグロビンの効

果を，鉄欠乏性貧血ラットを用い検討した。

（方法）　実験動物には離乳直後のS D 系雌ラットを用いた。動物は鉄欠乏食で28日間飼育

し，貧血状態としたのち，高濃度( 200ppm)の鉄を含む硫酸第一鉄食また紘牛血ヘモグロビ

ン食を27日間与え，その影響を体重増加量，飼料効率，血清鉄，血清ヘモグロビン■ヘマト

タリット値，鉄吸収峯釦よび胃粘膜・骨髄の組織像から比較検討したｏ

〔結果〕　1 .　牛血ヘモグロビン食群は，硫酸第一鉄食群に比し，a)体重増加および飼料効

率において有意産効果を示したob）血清ヘモグロビｙ値においても有意々改善効果を示したｏ

c）鉄吸収率(C おいては差がみられたかった。2 .胃粘膜の組織像では，28日間の鉄欠乏食飼

育によIf)，粘膜上皮細胞および腺細胞に軽度の萎縮，表層細胞に剥離が観察されたが，いず

れの鉄剤投与によっても改善され，異常は認められ■n. かった。3 ,骨髄の組織像に釦いても，

鉄欠乏食飼育によね巨核球の増数，細胞密度の上昇など，造血充進像がみられたが，鉄剤投

与にi. If)いずれの群も改善され，異常は認められHiかった。

〔結論〕　以上よi) ，牛血ヘモグロビンは硫酸第一鉄に比べ，飼料効率および血清ヘモグロ

ビン値に有意友効果を示したことから，鉄剤として有用であると考えられる。
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サ手大生の栄養摂取と生活時間　一間食■ やせ芯向につい7 ―
欠季な大栄政　o前･ﾘ智子　ﾉ、倉巻面子　細田久美子　館野易子
　　　　　　　森岡加代　糸賀千登ざ

　目的女^大生を対象にして栄養摂取・消費の状態薯についフ鴛吼を塀い7 きた。毎回

は青年す｝か減奏してやセたいｋいうが司お強いこiを知リ，それか喰生活にじのよウに
影響しているヵヽ，意識や行動を含めマ調査堵私瓦行った。

　方法　調査時期：昭如必午S肌対象：本学すd-大生ほ～22歳3Zぶ名，調査頭目は食物

摂取量調査・生活時間調査･ 生活状況調査･ 間食及びA型に関-tろアソ丁一卜調査を麹

　銘* ･身体状況：平均身長はI5≫.2cm,平均休aはぢ|,4 Mである。体型はゐい命傾向9 %
標準域88 % ，肥満傾向。^ lﾂであゐ。貪血者は9､μり口物^>^)1-あ石。2)栄養摂取

状況：早均エネ1レギーはｍ目(cd. iｲれ，中には明り｀に喘舎しているV.惑われろ弟れヽ
ろ。しヵヽしたん自噴・脂噴・ビタミン頻は芦寥量を満たしマいるれCa・几はそれを下回

っマいゐ。i)妾ま活状馳丿日の工刺レギー配分は朝24 Yi>屋ヽ3ば夕食は3バ朋食/2 % Tヽあ

る。欠食率は朝食3 χ!･低い。4)間食のbリ方■■ 闇食をしている蕩は9バマ。エネ･レギ一

比＼り以上か3劇い＆。間食をしろ時間希は朝b時台から涼夜／時に及びと二゜- 7lil卜崎台
ヒタ食複恥今い，6)やせ＆向k栄養こ体型々棟停域にありなか卵けかやせ願望をから々

のための行秘をしlい＆遁3乙χl'あり,これらの遁は栄養肴･ エネlレぞ一の摂取加少い。
　調査対象の学生は摂取エネIレぞ一色滅b' ながらり，間食,n誘秀には勝てｑいでつい麦^

てしin のでhろう。募食i間産とのジレンマ<r)Xうであった。このこいヽら毎日3晨
玄規則正しく麦べ栄養所乖量にそった奏庫内多k-rる。てらに適当な浬創をしマエネ/しギ

ー1消貴し体力%つける。そして失しi,健康な身体にl b X う･り掛けるこkμ望ましい。


